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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

伊
勢
参
宮
街
道

第
32
回

は
じ
め
に

　

伊
勢
市
は
、
平
成
17
年
（
２
０
０
５

年
）
11
月
に
、
古
く
か
ら
神
宮
に
ゆ
か

り
深
い
歴
史
を
共
有
し
て
き
た
旧
伊
勢

市
、
旧
二
見
町
、
旧
小
俣
町
、
旧
御
薗

村
の
１
市
２
町
１
村
の
新
設
合
併
に
よ

り
、
誕
生
し
た
。

　

そ
の
地
勢
は
、
北
は
伊
勢
湾
に
面

し
、
中
央
に
県
内
最
大
の
河
川
で
あ
る

“
清
流
”宮
川
や
五
十
鈴
川
、
勢
田
川
が

流
れ
、
東
か
ら
南
に
か
け
て
は
、
朝
熊

岳
、
神
路
山
、
前
山
、
鷲し
ゅ
う
れ
い嶺が
連
な
り
、

西
に
は
大
仏
山
丘
陵
が
広
が
る
緑
豊
か

な
ま
ち
で
あ
り
、
伊
勢
志
摩
国
立
公
園

の
玄
関
口
で
も
あ
る
。

神
宮
と
参
宮
街
道

　

伊
勢
の
ま
ち
は
、
古
く
か
ら
「
お
伊

勢
さ
ん
」「
日
本
人
の
心
の
ふ
る
さ
と
」

と
呼
び
親
し
ま
れ
て
き
た
神
宮
ご
鎮
座

の
ま
ち
と
し
て
栄
え
、「
お
か
げ
参
り
」

が
流
行
し
た
江
戸
時
代
に
は
、
当
時
の

日
本
人
の
６
人
に
１
人
が
伊
勢
を
訪

れ
た
と
言
わ
れ
、「
伊
勢
に
行
き
た
い　

伊
勢
路
が
み
た
い　

せ
め
て
一
生
に
一

度
で
も
」
と
伊
勢
音
頭
に
唄
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
伊
勢
参
り
は
多
く
の
人
々
の

憧
れ
で
あ
っ
た
。

　

当
時
の
伊
勢
国
に
は
江
戸
方
面
か
ら

の
参
拝
客
が
利
用
す
る
伊
勢
街
道
、
上

方
方
面
か
ら
の
参
拝
客
が
利
用
す
る
伊

勢
本
街
道
、
初
瀬
街
道
、
伊
賀
街
道
、

熊
野
詣
で
の
巡
礼
者
が
利
用
す
る
熊
野

街
道
な
ど
多
く
の
街
道
が
あ
り
、
そ
れ

ら
は
参
宮
街
道
と
し
て
神
宮
へ
と
続
い

て
い
た
。

　

全
国
各
地
よ
り
神
宮
を
目
指
し
て
、

大
勢
の
人
々
が
訪
れ
た
こ
と
で
、
情
報

が
集
積
し
、
独
自
の
文
化
が
形
成
さ

れ
、
人
々
の
間
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

が
生
ま
れ
た
。
こ
の
交
流
の
歴
史
が
、

都
市
と
し
て
の
中
心
性
を
高
め
、
多
様

な
活
動
の
場
を
つ
く
り
、
市
民
の
「
お

も
て
な
し
の
心
」
を
育
て
、
現
在
の
伊

勢
市
の
姿
が
あ
る
。

　

日
本
全
国
か
ら
伊
勢
の
地
を
目
指
し

た
幾
千
万
の
旅
人
は
、
道
中
に
手
早
く

食
べ
ら
れ
腹
持
ち
が
よ
い
お
餅
を
好
ん

で
食
べ
た
と
い
わ
れ
、
桑
名
か
ら
伊
勢

ま
で
の
参
宮
街
道
は
別
名“
餅
街
道
”と

地
域
の
誇
り
を
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

伊い

せ勢
市
長（
三
重
県
）　
鈴す

ず

き木
健け

ん
い
ち一

歌川広重「伊勢参宮 宮川の渡し」

おはらい町のまちなみ
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も
呼
ば
れ
、
道
中
食
と
し
て
親
し
ま
れ

た
名
物
餅
が
あ
り
、
現
在
も
本
市
で
は

多
く
の
店
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
街
道
沿
い
の
地
域

の
歴
史
的
資
産
を
生
か
し
、
残
し
、
伝

え
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
「
市
民
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
」
活
動
が
行
わ
れ
、
内

宮
の
鳥
居
前
町
と
し
て
ま
ち
な
み
を
再

生
し
た「
お
は
ら
い
町
」も
そ
の
代
表
的

な
一
つ
で
あ
る
。
伊
勢
特
有
の
切
り
妻

や
入
母
屋
造
り
で
妻
入
り
様
式
の
家
屋

が
並
び
、
土
産
物
店
や
銘
菓
の
老
舗
、

食
事
処
が
軒
を
連
ね
て
い
る
。

　

神
宮
へ
の
参
拝
客
を
相
手
と
す
る
商

業
な
ど
が
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
参
宮
街

道
に
は
、
今
も
そ
の
面
影
が
随
所
に

残
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
全
国
か
ら
お
伊
勢
参
り
に

来
て
い
た
だ
く
仕
組
み
を
構
築
し
た

「
御お
ん
し師
」邸
の
保
全
活
用
な
ど
の
取
組
が

行
わ
れ
て
い
る
。「
御
師
」
と
は
、
全
国

の
崇
敬
者
に
大
麻（
お
札
）や
暦（
伊
勢

暦
）
を
配
っ
た
り
、
参
拝
者
を
自
邸
に

宿
泊
さ
せ
て
、
そ
こ
で
神
楽
を
あ
げ
、

翌
日
参
拝
の
案
内
を
し
た
り
し
た
も
の

で
、
明
治
４
年
に
廃
止
さ
れ
た
が
、
そ

れ
ま
で
多
く
の
参
拝
客
を
迎
え
伊
勢
の

ま
ち
の
隆
盛
に
貢
献
し
た
。

　

こ
う
し
て
神
宮
と
と
も
に
歴
史
を
刻

ん
で
き
た
ま
ち
な
み
や
民
俗
行
事
、
風

習
な
ど
が
息
づ
き
、
そ
れ
ら
が
他
の
ま

ち
と
の
違
い
を
生
み
出
し
、
ま
ち
の

「
誇
り
」と
し
て
培
わ
れ
て
い
る
。

課
題
と
こ
れ
か
ら

　

伊
勢
市
固
有
の
有
形
・
無
形
の
歴
史

的
・
文
化
的
資
産
は
、
長
い
歴
史
の
中

で
連
綿
と
培
わ
れ
て
き
た
祖
先
の
営
み

を
知
り
、
現
在
・
未
来
に
伝
え
る
貴
重

な“
財
産
”で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
ま
ち
の

イ
メ
ー
ジ
を
作
り
、
人
を
惹
き
つ
け
る

魅
力
と
な
っ
て
い
る
が
、
少
子
高
齢

化
、
生
活
様
式
の
変
化
、
価
値
観
の
多

様
化
な
ど
に
よ
り
、
継
承
へ
の
不
安
の

声
が
聞
か
れ
る
。

　

本
市
の
誇
る
歴
史
・
文
化
を
後
世
に

伝
え
、
国
内
外
に
そ
の
価
値
を
広
く
浸

透
さ
せ
る
た
め
に
、
歴
史
的
・
文
化
的

資
産
の
保
存
・
継
承
を
進
め
る
と
と
も

に
、
市
民
が
そ
の
価
値
を
よ
り
深
く
理

解
し
、
市
民
の
共
有
財
産
と
し
て
の
愛

着
と
誇
り
を
は
ぐ
く
ん
で
い
け
る
よ

う
、
教
育
や
啓
発
に
努
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
市
の
主
要
産
業
で
あ
る
観
光

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い

て
歴
史
的
・
文
化
的
資
産
を
活
用
し
た

積
極
的
な
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

常
に
原
点
に
立
ち
帰
り
な
が
ら
、
絶

え
ず
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
り
続
け
る
神

宮
の
式
年
遷
宮
の
よ
う
に
、
先
人
か
ら

受
け
継
い
だ
こ
の
豊ほ
う
じ
ょ
う穣の

地
を
次
世
代

へ
つ
な
ぎ
、
こ
れ
か
ら
も
国
内
外
に
親

し
ま
れ
る
と
と
も
に
、
市
民
が
ま
ち
へ

の
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
続
け
、
将
来
に

わ
た
っ
て
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

旧御師丸岡宗大夫邸

一
口
メ
モ

伊勢参宮街道

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

　
道
者
と
呼
ば
れ
た
伊
勢
神
宮
へ
の
参
宮

者
た
ち
が
通
っ
た
本
街
道
や
別
街
道
、
南

街
道
、
初
瀬
街
道
を
総
称
し
て
伊
勢
参
宮

街
道（
伊
勢
街
道
）と
い
っ
た
。

　
道
筋
で
い
う
と
、
東
海
道
か
ら
日
永
追

分
で
分
か
れ
る
本
街
道
、
関
か
ら
南
下
す

る
別
街
道
、
大
和
（
奈
良
県
）
か
ら
の
初
瀬

街
道
・
南
街
道
が
あ
っ
た
。

　
一
般
民
衆
の
伊
勢
神
宮
参
詣
は
、
中
世

紀
以
降
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
江
戸
時

代
に
は
庶
民
の
慰
安
と
し
て
お
お
い
に
隆

盛
。
参
宮
者
（
道
者
）
は
、
平
常
の
年
で
も

年
間
30
万
人
か
ら
40
万
人
を
数
え
た
と
い

う
。
ま
た
、
豊
作
の
年
な
ど
は
参
宮
者
が

増
え
る
な
ど
、
伊
勢
街
道
の
往
来
は
地
方

経
済
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
。

三重県

上野

関

津

松阪

日永追分

奈良

京都

伊勢

伊
勢
街
道

伊
勢
街
道

東 海 道
東 海 道

初瀬街道

伊勢本街道

伊賀街道

伊勢別街道

伊
勢
神
宮
の
道
者
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
た

街
道
と
宿
場
町


